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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示装置のオーバードライブ駆動用のパラメータを決定する表示制御装置であって
、
　予め設定された基準パターン画像を、前記液晶表示装置の第１の領域内で一方向に繰り
返しスクロール表示させる第１の表示制御手段と、
　前記基準パターン画像と同一形状の複数のサンプル画像であって、各サンプル画像にお
ける前記スクロールの方向の端部が互いに異なる擬似残像領域を有する前記複数のサンプ
ル画像を、前記液晶表示装置の第２の領域内に固定表示させる第２の表示制御手段と、
　前記第２の領域内に固定表示された前記複数のサンプル画像から１つのサンプル画像を
ユーザから選択受付する選択受付手段と、
　前記選択受付されたサンプル画像の前記擬似残像領域の画素値と前記基準パターン画像
の前記擬似残像領域に対応する領域の画素値との差分に基づいて、前記オーバードライブ
駆動用のパラメータを決定する決定手段と、
を備えることを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記サンプル画像の前記擬似残像領域は、前記第１の表示制御手段によりスクロール表
示する際の現在の表示フレームと１つ前の表示フレームとの間で画素値が異なる領域であ
ることを特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
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　前記決定手段は、複数の基準色に対して独立に前記オーバードライブ駆動用のパラメー
タを決定することを特徴とする請求項１または２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　液晶表示装置のオーバードライブ駆動用のパラメータを決定する表示制御装置であって
、
　予め設定された基準パターン画像を、前記液晶表示装置の第１の領域内で一方向に繰り
返しスクロール表示させる第１の表示制御手段と、
　前記基準パターン画像と同一形状のサンプル画像であって、該サンプル画像における前
記スクロールの方向の端部が擬似残像領域を有する前記サンプル画像を、前記液晶表示装
置の第２の領域内に固定表示させる第２の表示制御手段と、
　前記擬似残像領域の画素値の調整を、操作部を介してユーザから受け付ける調整受付手
段と、
　前記調整された前記擬似残像領域の画素値と前記基準パターン画像の前記擬似残像領域
に対応する領域の画素値との差分に基づいて、前記オーバードライブ駆動用のパラメータ
を決定する決定手段と、
を備えることを特徴とする表示制御装置。
【請求項５】
　液晶表示装置をオーバードライブ駆動する際に使用するパラメータの決定方法であって
、
　第１の表示制御手段が、予め設定された基準パターン画像を、前記液晶表示装置の第１
の領域内で一方向に繰り返しスクロール表示させる第１の表示制御工程と、
　第２の表示制御手段が、前記基準パターン画像と同一形状の複数のサンプル画像であっ
て、各サンプル画像における前記スクロールの方向の端部が互いに異なる擬似残像領域を
有する前記複数のサンプル画像を、前記液晶表示装置の第２の領域内に固定表示させる第
２の表示制御工程と、
　選択受付手段が、前記第２の領域内に固定表示された前記複数のサンプル画像から１つ
のサンプル画像をユーザから選択受付する選択受付工程と、
　決定手段が、前記選択受付されたサンプル画像の前記擬似残像領域の画素値と前記基準
パターン画像の前記擬似残像領域に対応する領域の画素値との差分に基づいて、前記オー
バードライブ駆動用のパラメータを決定する決定工程と、
を含むことを特徴とする決定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置のオーバードライブ駆動用のパラメータを決定する技術に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＴＶの受像機やＰＣの表示装置として液晶表示装置が使用されている。しかしな
がら、液晶表示装置は、入力される映像信号の変化速度（例えばフレームレート）に対し
て実際の表示までの液晶応答速度が比較的遅いため、例えば動画を表示した場合に残像が
発生し得る。液晶表示装置の応答速度を改善するための駆動方法として、現在表示対象と
なる表示フレーム（現表示フレーム）の映像信号と１フレーム前の表示フレームの映像信
号との組み合わせに応じて、現表示フレームの映像信号を補正して出力する、所謂オーバ
ードライブ駆動方法が提案されている。（例えば、特許文献１）
　また、特許文献２には、１フレームを複数のフィールドに分割して駆動し、最初のフィ
ールドに対してオーバードライブ駆動を行うことにより液晶応答速度の改善効果をより大
きく得る方法が開示されている。
【０００３】
　図１０は、オーバードライブ駆動回路を説明するための図である。図１０において、１
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０００はオーバードライブ補正処理部、１２０はフレームメモリ、１１０は表示部である
。そして、オーバードライブ補正処理部１０００は、補正量決定部１００１、補正テーブ
ル１００２、および、補正量付加部１００３を備える。
【０００４】
　オーバードライブ補正処理部１０００には、現フレームの映像信号とフレームメモリ１
２０に記憶された１フレーム前の映像信号とが入力される。そして両者の信号レベルの組
み合わせに応じて、補正量決定部１００１は補正量を算出する。例えば、現フレームの映
像信号レベルが１フレーム前の映像信号レベルよりも高い場合は、通常の駆動電圧よりも
高い液晶駆動電圧で液晶パネルを駆動できるように補正量を算出する。逆に、現フレーム
の映像信号レベルが１フレーム前の映像信号レベルよりも低い場合は、通常よりも低い液
晶駆動電圧で液晶パネルを駆動するよう算出する。
【０００５】
　補正量決定部１００１は、補正テーブル１００２を参照し、映像信号レベルの組み合わ
せに対応する補正量を読み出す。なお、代表的な組み合わせのみを補正テーブル１００２
に格納し、他の組み合わせについては補間関数を用いて算出しても良い。補正テーブル１
００２に格納するデータは、信号レベルの組み合わせ毎に液晶応答速度の測定を行い、そ
の結果に基づいて決定する。
【０００６】
　補正量付加部１００３は、補正量決定部１００１により決定された補正量を現フレーム
の映像信号に対し加減算する。そして、表示出力部１１０は、入力された補正後の映像信
号を液晶パネル駆動信号へ変換する。
【０００７】
　ところで、液晶応答速度は、温度などの使用環境によって変化することが知られている
。つまり使用環境によっては、補正テーブル１００２のデータを決定した時の液晶応答速
度と、実際に使用している表示装置の液晶応答速度が異なる場合が生じる。その場合には
、算出したオーバードライブ駆動の補正量が適切な値とならず、十分な液晶応答速度の改
善を行なうことができない。また、動画像のエッジ部分に不自然な色付きが生じる。
【０００８】
　そこで、特許文献３には、ユーザの指示に基づいてオーバードライブ駆動を停止させた
り、強調変換度合いを変更する液晶表示装置が開示されている。また、特許文献４には、
液晶表示装置の温度やユーザの指示、画像の特徴などに応じて補正量を変更する場合に、
使用する補正テーブルを少なくするよう演算回路を設けた液晶表示装置が開示されている
。
【特許文献１】特許第３３０５２４０号
【特許文献２】特開２００１－３４３９５６号公報
【特許文献３】特開２００５－７０７９９号公報
【特許文献４】特開２００６－２４３３２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、ユーザ操作によりオーバードライブ駆動の補正量調整を行なう場合、ユ
ーザは目的とする画像がどのようなものであるかが明確に分からないまま補正量の調整を
行なってしまう可能性があった。また、ユーザは本来のオーバードライブ駆動の目的とは
異なる目的で補正量を設定してしまう可能性があった。このようにして不適切な補正量が
設定された場合、動画像のエッジ部分の色付きやノイズが増長されるといった問題が生じ
ることになる。
【００１０】
　本発明は上述の問題点に鑑みなされたものであり、ユーザが液晶表示装置のオーバード
ライブ駆動における補正量設定をより簡易に行なえるようにする技術を提供することを目
的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述の問題点を解決するため、本発明の表示制御装置は以下の構成を備える。すなわち
、液晶表示装置のオーバードライブ駆動用のパラメータを決定する表示制御装置において
、予め設定された基準パターン画像を、前記液晶表示装置の第１の領域内で一方向に繰り
返しスクロール表示させる第１の表示制御手段と、前記基準パターン画像と同一形状の複
数のサンプル画像であって、各サンプル画像における前記スクロールの方向の端部が互い
に異なる擬似残像領域を有する前記複数のサンプル画像を、前記液晶表示装置の第２の領
域内に固定表示させる第２の表示制御手段と、前記第２の領域内に固定表示された前記複
数のサンプル画像から１つのサンプル画像をユーザから選択受付する選択受付手段と、前
記選択受付されたサンプル画像の前記擬似残像領域の画素値と前記基準パターン画像の前
記擬似残像領域に対応する領域の画素値との差分に基づいて、前記オーバードライブ駆動
用のパラメータを決定する決定手段と、を備える。
　または、液晶表示装置のオーバードライブ駆動用のパラメータを決定する表示制御装置
において、予め設定された基準パターン画像を、前記液晶表示装置の第１の領域内で一方
向に繰り返しスクロール表示させる第１の表示制御手段と、前記基準パターン画像と同一
形状のサンプル画像であって、該サンプル画像における前記スクロールの方向の端部が擬
似残像領域を有する前記サンプル画像を、前記液晶表示装置の第２の領域内に固定表示さ
せる第２の表示制御手段と、前記擬似残像領域の画素値の調整を、操作部を介してユーザ
から受け付ける調整受付手段と、前記調整された前記擬似残像領域の画素値と前記基準パ
ターン画像の前記擬似残像領域に対応する領域の画素値との差分に基づいて、前記オーバ
ードライブ駆動用のパラメータを決定する決定手段と、を備える。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ユーザが液晶表示装置のオーバードライブ（ＯＤ）駆動における補正
量設定をより簡易に行なえるようにする技術を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に、図面を参照して、この発明の好適な実施の形態を詳しく説明する。なお、以下
の実施の形態はあくまで例示であり、本発明の範囲を限定する趣旨のものではない。
【００１４】
　（第１実施形態）
　本発明に係る表示制御装置の第１実施形態として、液晶表示装置を例に挙げて以下に説
明する。
【００１５】
　＜装置構成＞
　図１は、第１実施形態に係る液晶表示装置の内部構成図である。
【００１６】
　１００は後述する固定パターンの画像データを格納するメモリ部である。１０１は固定
パターンの画像データをスクロール表示するためのスクロール処理部である。１０２はス
クロール処理部１０１により出力された動画像に対しＯＤ（オーバードライブ）駆動のた
めの信号処理を行なうＯＤ駆動調整部である。なお、ＯＤ駆動調整部１０２は、図１０の
オーバードライブ補正処理部１０００に相当する。ただし、後述するサンプル画像生成部
１０３からのパラメータ入力に基づき補正量が調整可能なよう構成される点が図１０とは
異なる。
【００１７】
　１０３は固定パターンの画像データに基づき後述するサンプル画像を生成するためのサ
ンプル画像生成部である。１０４はユーザインタフェースのための画面を生成するＯＳＤ
（オンスクリーンディスプレイ）生成部である。１０５はＯＤ駆動調整部１０２、サンプ
ル画像生成部１０３、ＯＳＤ生成部１０４の各々で生成された画像を１つの画面として構
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成するための合成部である。また、１０６はユーザからの操作を受け付けるための操作部
であり、キーボードやマウス、あるいはリモコンなどにより構成される。なお操作部１０
６は、請求項の選択受付手段に相当する。表示出力部１１０およびフレームメモリ１２０
については図１０のものと同様であるので説明は省略する。
【００１８】
　図２は、メモリ部１００に格納される固定パターンの画像データの一例を示す図である
。固定パターンの画像データ２００は、後述する”スクロールパターン”および”サンプ
ル画像”の基準となる基準パターン画像である。ここでは説明を簡潔にするために、固定
パターンの画像データ２００は矩形の画像データであり、２つの異なる階調値を有する領
域（領域Ａおよび領域Ｂ）により構成されるものとして説明する。具体的には、領域Ａは
、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１５０，１５０，１５０）の濃い（暗い）グレーであり、領域Ｂは
、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２００，２００，２００）の薄い（明るい）グレーであるとする。
なお、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）各色は２５６（８ビット）階調で表されるものとし
ている。なお、使用環境の違い等で生じる応答速度の変化量が特に大きい階調の組み合わ
せを固定パターンに含まれる２種類の階調として選択するとよい。
【００１９】
　なお、以下の説明ではメモリ部１００には１種類の画像データ２００のみが格納されて
いるものとして説明を行なうが、互いに異なる複数の固定パターンの画像データを格納す
るよう構成してもよい。また、グレー以外のパターン画像を格納するよう構成してもよい
。また、静止画の代わりに動画像をメモリ部１００に格納するよう構成してもよい。その
場合はスクロール処理部１０１を設けなくとも良い。
【００２０】
　・スクロールパターン
　図３は、スクロール処理部１０１が出力するスクロールパターンを説明する図である。
【００２１】
　スクロール処理部１０１は、メモリ部１００から画像データ２００を読みだし、表示出
力部１１０に接続された不図示の液晶表示部上を画像データ２００がスクロール表示され
るよう処理を行なう。ここで、スクロール表示とは、画像を液晶表示部上を所定の方向に
所定の速度で移動表示することを示している。なお、スクロール処理部１０１は、請求項
における第１の表示手段に相当する。
【００２２】
　スクロール処理部１０１は、例えば、１フレームで１６画素ずつ右方向（一方向）にス
クロールする場合、メモリ部１００から画像データ２００をフレーム毎に右方向へ１６画
素ずつシフトさせて読み出し、その読み出し結果を出力する。そのように制御することに
より、濃いグレーの矩形画像（領域Ａ）が薄いグレー（領域Ｂ）を背景画像としてフレー
ム毎に右方向へ１６画素ずつスクロール表示されることになる。以下、スクロール処理さ
れ得られた動画像を”スクロールパターン”とよぶ。
【００２３】
　ＯＤ駆動調整部１０２は、スクロール処理部１０１から出力されたスクロールパターン
と、フレームメモリ１２０に一時記憶された１フレーム前のスクロールパターンとの組み
合わせに応じて補正量を算出する。そして、算出した補正量と現表示フレームのスクロー
ルパターンの画像信号とを加減算することによってオーバードライブ駆動のための画像信
号を生成する。
【００２４】
　なお、前述したように、ＯＤ駆動調整部１０２において最適な補正量が与えられていな
い場合、フレーム間での階調変化に対して十分な応答速度の改善を行なうことができない
。さらに、フレーム間での階調変化の大きい動画像のエッジ部分などに不自然な色付きが
生じたり、残像が残った画像が表示されたりする。そのため、画像データ２００を右方向
へ所定の速度でスクロール処理した際にも同様に、最適な補正量が与えられていない場合
は、フレーム間で階調変化が生じる領域、例えば領域Ａの右端領域あるいは左端領域付近
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に色付きが生じたり、残像が生じたりする。
【００２５】
　３００はスクロールパターンであり、領域Ｃは、表示フレーム間（つまり、現表示フレ
ームと１つ前の表示フレームとの間）で階調値が変化する領域である。ここでは、（Ｒ，
Ｇ，Ｂ）＝（２００，２００，２００）から（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１５０，１５０，１５０
）に変化する領域を領域Ｃとして示している。１フレーム前の階調値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（
２００，２００，２００）と、現フレームの階調値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１５０，１５０，
１５０）の組み合わせから算出される補正量に基づいてオーバードライブ駆動が行なわれ
る。そのため、この組み合わせにおいて補正量が最適でない場合に前述の色付きといった
不具合が生じる。つまり、領域Ｃは、ＯＤ駆動調整部１０２において適切な補正量が与え
られていない場合に色付きが生じ得る領域を示している。
【００２６】
　・サンプル画像
　図４は、サンプル画像生成部１０３が生成する６個のサンプル画像を説明する図である
。
【００２７】
　サンプル画像生成部１０３は、メモリ部１００から画像データ２００を読み出し、画像
データ２００の一部の領域を異なる階調値に置換したサンプル画像を生成する。なお、サ
ンプル画像生成部１０３は、請求項における第２の表示手段に相当する。図４では、互い
に異なる階調値に置換された（ａ）～（ｆ）の６個のサンプル画像を生成した例を示して
いる。以下では、サンプル画像の生成手順について述べる。
【００２８】
　まず、サンプル画像生成部１０３は、メモリ部１００から固定パターンの画像データ２
００を１フレーム期間中に例えば６回読みだす。つまり、サンプル画像は基本的には、基
準パターン画像である画像データ２００と同一の画像である。なお、ここでは、画像デー
タ２００の一部の領域（領域Ａ）のみを読みだすこととする。これは、階調値を置換する
領域は前述の領域Ｃに相当する領域であり、領域Ｃは領域Ａの内部に含まれるからである
。
【００２９】
　次に、サンプル画像生成部１０３は、読み出した領域（領域Ａ）の一部（端部）の領域
をそれぞれ異なる階調値に置換する。置換を行なう領域（擬似残像領域）は上述の領域Ｃ
に相当する領域であり、サンプル画像においては領域Ｄと呼ぶ。つまり、領域Ｄの幅は、
現フレームと１つ前のフレームとの間で、画素値の変化が生じる領域である。具体的には
、液晶表示パネルのリフレッシュレート、および、スクロール速度により決定される。例
えば、スクロールパターン３００が右方向へ毎フレーム１６画素ずつスクロールする動画
像である場合、領域Ｄは領域Ａの右端１６画素幅程度の矩形領域とすればよい。
【００３０】
　具体的に設定する領域Ｄの階調値は、どのようなものであってもよいが、使用温度や使
用時間などの使用環境から液晶の応答特性の変化度合いをおおよそ予測し、その変化量に
よって決定する色付き度合いをよく表わす階調値をいくつか設定すればよい。また、領域
Ａ、及び領域Ｂの階調値に近い階調値をいくつか選択し、領域Ｄにそれぞれ設定してもよ
い。ここでは一例として、領域Ｄを、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１９０，１９０，１９０）から
（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（９０，９０，９０）まで、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（２０，２０，２０）毎
に変化させた互いに異なる６個のグレー画像に置換する。領域Ｄの階調値を変更する目的
は、領域Ｃを有するスクロールパターン３００と類似した画像の候補を、複数の静止パタ
ーンとして固定表示することにある。
【００３１】
　スクロールパターン３００において、最適な補正量でオーバードライブ駆動が行なわれ
た場合、領域Ｃの階調値は、（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１５０，１５０，１５０）である。しか
しながら、最適な補正量でない場合は、例えば階調値が（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１２０，１２
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０，１２０）であったり、また例えば色バランスがくずれて（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１２０，
１５０，１６０）であったりする。ただし、領域Ｃがどのように表示されるかは、使用環
境の違い等によって変化するため、予め正確に決定することは困難である。そのため第１
実施形態では、スクロールパターン３００の領域Ｃの表示に最も類似した静止パターン（
サンプル画像）を、ユーザに選択させることにより、一意に決定するのである。
【００３２】
　・設定用ユーザインタフェース（ＵＩ）
　図５は、第１実施形態に係る液晶表示装置の画質調整画面の一例を示す図である。画質
調整画面５００は、例えば、ユーザが操作部１０６を操作することにより表示される。例
えば、リモコン上の画質設定ボタンを押下することにより画質調整機能が呼び出され、画
質調整画面５００が表示される。なお、画質調整画面５００は合成部１０５により出力さ
れる画像である。また、ユーザは、操作部１０６を操作することにより、画質調整値の決
定指示、使用する固定パターンの画像データの選択指示、スクロール速度、方向の変更指
示などを行なう。
【００３３】
　図５に示される例では、前述のスクロールパターン３００は設定画面の左上領域（第１
の領域内）に配置されている。また、複数のサンプルパターンが示された選択画面４００
は設定画面の下部領域（第２の領域内）に配置されている。さらに、ＯＳＤ生成部１０４
が生成したボタン類は設定画面の右上領域に配置されている。各部の配置については任意
に決定可能であるが、同一画面内に表示することが望ましい。
【００３４】
　スクロール処理部１０１は、ユーザによる固定パターンの画像データの選択指示に基づ
いて、メモリ部１００から読み出す画像データの選択を行なう。ここでは、画像データ２
００が選択されたものとして説明する。また、スクロール処理部１０１は、操作部１０６
を介したスクロール速度調節のためのスライダの操作に基づいて、メモリ部１００からの
画像データ２００の読み出しをおよび出力を変更することにより、スクロール速度を所望
のものへと変更する。また、画質調整画面５００には、図４で示した複数のサンプル画像
が選択画面４００として配置されている。そして、ユーザからの操作部１０６を介したカ
ーソル５１０の移動により、サンプル画像が選択可能なよう構成されている。
【００３５】
　＜装置の動作＞
　図７は、第１実施形態に係る液晶表示装置の画質調整の処理フローチャートである。な
お、以下のフローは例えば、液晶表示装置の不図示のＣＰＵが画質調整プログラムを実行
することにより実現される。
【００３６】
　ステップＳ１１では、操作部１０６を介してユーザから画質調整開始の指示が行なわれ
たか否かを判定する。画質調整開始の指示が行なわれた場合はＳ１２に進む。
【００３７】
　ステップＳ１２では、スクロール処理部１０１は、メモリ部１００から画像データ２０
０を読み込みスクロール画像の生成を開始する。また、ＯＤ駆動調整部１０２は、例えば
初期設定値（デフォルト値）の補正量を補正テーブルに基づいて設定し、スクロールパタ
ーンに対しＯＤ駆動補正の処理を開始する。
【００３８】
　ステップＳ１３では、サンプル画像生成部１０３は、メモリ部１００から画像データ２
００を読み込み前述のサンプル画像を生成する。
【００３９】
　ステップＳ１４では、画質調整画面５００を表示する。そして、固定パターンの種類選
択指示、スクロール速度、方向の変更指示の設定をユーザから受け付ける。このとき、例
えば、選択画面４００には、（ａ）～（ｆ）の６個のサンプル画像の領域Ｄに、それぞれ
以下の階調値を設定する。
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【００４０】
　　　（ａ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１９０，１９０，１９０）
　　　（ｂ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１７０，１７０，１７０）
　　　（ｃ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１５０，１５０，１５０）
　　　（ｄ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１３０，１３０，１３０）
　　　（ｅ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１１０，１１０，１１０）
　　　（ｆ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（９０，９０，９０）
　ステップＳ１５では、サンプル画像の選択指示がユーザから行なわれたか否かを判定す
る。つまり、スクロールパターン３００と最も類似したサンプル画像の選択を操作部１０
６を介してユーザから受け付けたか否かを判定する。ユーザから選択指示が行なわれた場
合はステップＳ１３へ戻り、前回より細かい階調値の刻みになるよう（ａ）～（ｆ）の６
個のパターンの階調値を変更する。また、ユーザから選択指示が行なわれなかった場合は
ステップＳ１６へ進む。
【００４１】
　例えば、ステップ（ｄ）のサンプル画像の選択を受け付けた場合、（ｄ）の階調値（Ｒ
，Ｇ，Ｂ）＝（１３０，１３０，１３０）を中心として、図６に示すように、
　　　（ａ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１４０，１４０，１４０）
　　　（ｂ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１３５，１３５，１３５）
　　　（ｃ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１３０，１３０，１３０）
　　　（ｄ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１２５，１２５，１２５）
　　　（ｅ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１２０，１２０，１２０）
　　　（ｆ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１１５，１１５，１１５）
とするとよい。そして、再度、サンプル画像の選択指示を受け付ける。以下では、図６（
ｅ）のサンプル画像の選択を受け付けたとして説明する。つまり、スクロールパターン３
００の色付き程度は（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１２０，１２０，１２０）であると決定される。
【００４２】
　ステップＳ１６では、画質調整決定指示が行なわれたか否かの判断をする。具体的には
、画質調整画面５００の”決定”ボタンが押下されたか否かを判定する。画質調整決定指
示が行なわれた場合は、サンプル画像生成部１０３はＯＤ駆動調整部１０２に決定した階
調値を送信し、ＯＤ駆動調整部１０２は送信された階調値に基づいて、オーバードライブ
駆動の調整値を変更（更新）する。
【００４３】
　オーバードライブ駆動の調整値を変更（更新）された時点で新たな調整値に基づいたオ
ーバードライブ駆動が行なわれ、スクロールパターン３００に反映される。画質調整決定
指示が行なわれない場合はステップＳ１７に進む。
【００４４】
　なお、ＯＤ駆動調整部１０２は、例えば以下の数式に基づいてオーバードライブ駆動の
補正量を調整する。
【００４５】
　　　α’＝α＋ｋ（Ｉｎ－Ｐ）
ただし、
　　　Ｉｎ：現フレームの階調値
　　　Ｉｎ－１：　１フレーム前の階調値
　　　α：ＩｎとＩｎ－１との組み合わせから算出されるオーバードライブ駆動の補正量
（αは正負の符号情報を含む。Ｉｎ－１＞Ｉｎの場合はα≦０であり、Ｉｎ－１≦Ｉｎの
場合はα≧０）
　　　Ｐ：サンプル画像生成部１０３からＯＤ駆動調整部１０２へ送る階調値（０≦Ｐ≦
２５５）
　　　α’：調整後のオーバードライブ駆動の補正量、
　　　ｋ：０以上の係数
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である。なお、上述の式を複数の基準色であるＲ，Ｇ，Ｂそれぞれ個別に適用してもよく
、その場合、補正量αもＲ，Ｇ，Ｂ固有の補正量を有する。係数 ｋは固定値としてもよ
いが、階調値の組み合わせ毎に予めテーブルとして保持していてもよい。
【００４６】
　なお、α’の導出の仕方は上述の式に限定されることは無く、サンプル画像生成部１０
３からＯＤ駆動調整部１０２に送信される情報（階調値）に基づいて、補正の過多・過小
を補償するようなものであれば任意のものでよい。例えば、
　　　α’＝α＋α・ｋ（Ｉｎ－Ｐ）
を使用して補正量を調整しても良い。
【００４７】
　ステップＳ１７では、画質調整終了指示が行なわれたか否かの判断をする。具体的には
、画質調整画面５００の”終了”ボタンが押下されたか否かを判定する。画質調整終了指
示が行なわれた場合はステップＳ１８に進み、終了指示がなされない場合はステップＳ１
５に戻る。
【００４８】
　ステップＳ１８では、画質調整画面の表示を消し、画質調整機能を終了する。
【００４９】
　以上説明したように、第１実施形態に係る液晶表示装置によれば、ユーザは液晶表示装
置のオーバードライブ駆動における補正量設定をより簡易に行うことが可能となる。つま
り、ユーザは、画質調整画面５００に表示されたスクロールパターン３００と類似したサ
ンプル画像を選択するだけでよい。そして、液晶表示装置はユーザにより選択されたサン
プル画像に基づいて、現在の表示状態を一意に決定することが出来る。そのため、より適
したオーバードライブ駆動の補正量をより正確に設定することが可能となる。
【００５０】
　なお、ＯＤ駆動調整部１０２における調整前後の補正量の差分値に基づいて、他の階調
の組み合わせの補正量についても同様に変更してもよい。また、フラッシュメモリなどの
書き換え可能な不揮発メモリ上に、ユーザ調整用のテーブルを設けるよう構成してもよい
。
【００５１】
　（第２実施形態）
　本発明に係る表示制御装置の第２実施形態として、液晶表示装置を例に挙げて以下に説
明する。第２実施形態では、ユーザから選択指示が行なわれたタイミングで階調値をＯＤ
駆動調整部１０２へ送信しオーバードライブ駆動の補正量を調整する例について説明する
。なお、装置構成は、第１実施形態と同様であるので説明は省略する。
【００５２】
　＜装置の動作＞
　図８は、第２実施形態に係る液晶表示装置の画質調整の処理フローチャートである。な
お、以下のフローは例えば、液晶表示装置の不図示のＣＰＵが画質調整プログラムを実行
することにより実現される。なお、ステップＳ２１からステップＳ２４までの処理は、第
１実施形態におけるステップＳ１１からステップＳ１４までの処理と同様である。
【００５３】
　ステップＳ２５では、サンプル画像の選択指示がユーザから行なわれたか否かを判定す
る。つまり、スクロールパターン３００と最も類似したサンプル画像の選択を操作部１０
６を介してユーザから受け付けたか否かを判定する。ユーザから選択指示が行なわれた場
合は、サンプル画像生成部１０３はＯＤ駆動調整部１０２に選択した階調値を送信し、Ｏ
Ｄ駆動調整部１０２は送信された階調値に基づいて、オーバードライブ駆動の調整値を変
更（更新）する。ユーザから選択指示が行なわれない場合は、画質調整終了指示があるか
否かの判断をする（ステップＳ２６）。そして、画質調整終了指示が行なわれた場合は、
画質調整処理を終了する（ステップＳ２７）。
【００５４】
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　以上説明したように、第２実施形態に係る液晶表示装置によれば、第１実施形態と同様
、ユーザは液晶表示装置のオーバードライブ駆動における補正量設定をより簡易に行うこ
とが可能となる。さらに、サンプル画像の選択によりオーバードライブ駆動の調整値が逐
次更新され、表示されるスクロールパターンに反映される。そのため、ユーザはより正確
にスクロールパターン３００と最も類似したサンプル画像の選択を行なうことができる。
【００５５】
　（変形例１）
　変形例１では、第１実施形態で説明したサンプル画像の代わりに有彩色のサンプル画像
を生成する例について説明する。
【００５６】
　画質調整画面５００に含まれる選択画面４００に表示するサンプル画像を、例えば、
　　　（ａ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１８０，１４０，１４０）
　　　（ｂ）：（Ｒ，Ｇ，Ｂ）＝（１５０，１７０，１５０）
のように、（ａ）赤系統の色付きのパターンおよび（ｂ）緑系統の色付きパターンとして
もよい。その場合、もし（ａ）が選択された場合は、スクロールパターン３００の色付き
程度が赤っぽいと判定され、次の更新された選択画面４００に表示するパターンを、（Ｇ
，Ｂ）の階調値は変更せず、Ｒの階調値のみを変更したものを６種類用意すればよい。
【００５７】
　（変形例２）
　変形例２では、画質調整画面５００に調整用のスライダを設け、ユーザが直接、ＯＤ駆
動調整部１０２における調整量を変更可能に構成する。なお、装置構成および動作は、第
１実施形態とほぼ同様であるので説明は省略する。
【００５８】
　図９は、変形例２に係る液晶表示装置の画質調整画面に含まれる調整用スライダ９００
を示す図である。
【００５９】
　調整用スライダ９００は、赤、緑、青の補正量をそれぞれ個別に直接調整するためのＵ
Ｉである。例えば、第１の実施形態、及び第２の実施形態に記載の処理フローで調整した
後に、調整用スライダ９００を介して補正量を微調整することによりさらに精度の高い補
正量の調整が可能となる。
【００６０】
　（変形例３）
　変形例３では、画質調整画面５００に調整用のスライダを設け、ユーザが直接、ＯＤ駆
動調整部１０２における調整量を変更可能に構成する。なお、装置構成および動作は、第
１実施形態とほぼ同様であるので説明は省略する。
【００６１】
　調整用スライダ９００は、赤、緑、青の補正量をそれぞれ個別に直接調整するための画
質調整画面５００のＵＩである。また、画質調整画面５００の選択画面４００には、サン
プル画像が１つ表示される。ただし、調整用スライダ９００を操作することにより、動的
に領域Ｄの階調値が変化するよう構成されている。
【００６２】
　つまり、ユーザは、スクロールパターン３００の色付きと等しくなるように調整用スラ
イダ９００を操作する。そしてユーザは等しくなったと判断した時点で、画質調整決定指
示を行なう。画質調整決定指示を受けた後、ＯＤ駆動調整部１０２は、ユーザの設定した
階調値に基づいて、第１実施形態で示した数式の基づいてオーバードライブ駆動の補正量
を調整する。
【００６３】
　このようなＵＩとして構成することで、例えば、表示画面が小さく、選択画面４００に
複数のパターンを表示するのが困難な場合などにも適用することが出来る。
【００６４】
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　（他の実施形態）
　以上、本発明の実施形態について詳述したが、本発明は、複数の機器から構成されるシ
ステムに適用しても良いし、また、一つの機器からなる装置に適用しても良い。
【００６５】
　なお、本発明は、前述した実施形態の機能を実現するプログラムを、システム或いは装
置に直接或いは遠隔から供給し、そのシステム或いは装置が、供給されたプログラムコー
ドを読み出して実行することによっても達成される。従って、本発明の機能処理をコンピ
ュータで実現するために、コンピュータにインストールされるプログラムコード自体も本
発明の技術的範囲に含まれる。
【００６６】
　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等、プログラムの形態を問わ
ない。
【００６７】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フロッピー（登録商標）ディ
スク、ハードディスク、光ディスク（ＣＤ、ＤＶＤ）、光磁気ディスク、磁気テープ、不
揮発性のメモリカード、ＲＯＭなどがある。
【００６８】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれる。そ
の後、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によっても前述した実施形態
の機能が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】第１実施形態に係る液晶表示装置の内部構成図である。
【図２】メモリ部１００に格納される固定パターンの画像データの一例を示す図である。
【図３】スクロール処理部１０１が出力するスクロールパターンを説明する図である。
【図４】サンプル画像生成部１０３が生成する６個のサンプル画像を説明する図である。
【図５】第１実施形態に係る液晶表示装置の画質調整画面の一例を示す図である。
【図６】サンプル画像選択後に更新された画質調整画面の一例を示す図である。
【図７】第１実施形態に係る液晶表示装置の画質調整の処理フローチャートである。
【図８】第２実施形態に係る液晶表示装置の画質調整の処理フローチャートである。
【図９】変形例２に係る液晶表示装置の画質調整画面に含まれる調整用スライダ９００を
示す図である。
【図１０】オーバードライブ駆動回路を説明するための図である。
【符号の説明】
【００７０】
１００　メモリ部
１０１　スクロール処理部
１０２　ＯＤ駆動調整部
１０３　サンプル画像生成部
１０４　ＯＳＤ生成部
１０５　合成部
１０６　操作部
１１０　表示出力部
１２０　フレームメモリ
２００　固定パターンの画像データ
３００　スクロールパターン
４００　選択画面
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５００　画質調整画面
５１０　カーソル
９００　調整用スライダ
１０００　オーバードライブ補正処理部
１００１　補正量決定部
１００２　補正テーブル
１００３　補正量付加部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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